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スケジュールは、今後の動向などによって変更となる
こともあります。

　基本構想(案)では、令和12年度に 開校を
目指すＢブロック新校の設置場所を「教育文
化センター『みらい』南側」としています。
　これに基づき、今後は、用地取得に向けた
取り組みの他、「基本設計」の作成に着手しま
す。その後、令和９年度以降は「実施設計」と「建
設工事」に取り掛かります。
　また、校名、校歌、校章、通学方法、制服・
ジャージなど、新校開校の際に定める事項に
ついては、令和９年度に設置する開校準備委
員会において保護者などの学校関係者と共に
検討していきます。

「行田市義務教育学校設置に向けた再編計画」に基づき、
忍・行田・埼玉・太田中学校区を通学区域とする義務教育学校（Ｂブロック新校）
を令和１２年度に開校することを目指しています。
ここでは、Ｂブロック新校の設計や工事を進める上での基本的な考え方や指針を
示す「基本構想」の検討に当たって開催したワークショップの様子をお伝えします。
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大人グループ

地域交流や学童保育

室として利用します
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（図書館とコンピュータ室

などの機能）

共有スペースでは、 リラックス

できるベンチやカウンターなど

も設置 (自習もできます )

子どもグループ

令和７年１２月２１日＠商工センター 401研修室 ＠産業文化会館２ＡＢ会議室

新校への思いをカタチに。

細田眞由美さんによる講演自分たちがイメージした空間を自由
に切り出す様子

各班の発表を聞き、「いいねシール」
を貼って評価する参加者

必要な空間について発表する参加者

※ 具体的な校舎の形や諸室の配置については、設計時に検討します。

学校建築の第一人者で東洋大学名誉 
教授の長澤悟先生による講演

子どもグループの発表の様子

これからの学校に必要な教室、スペースおよび機能などについて、ワークショップの参加者
からたくさんの意見をいただきました。ここでは、その一部を紹介します。

ワークショップでいただいた意見を踏まえて、
新校のレイアウトを次のとおり整理しました。

【参考】１階の平面計画(３階建てを計画しています）
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　ワークショップの意見も踏まえて、皆さんと一緒にこれからも学校づくりに
取り組んでいきます。

図書室を中心
とした交流空間
を設けたい！

地域利用できる
コミュニティ
スペースを
設置したい！

防災機能を
備えた施設
整備が必要

異学年や
地域とつながる
場が必要

体験活動を
充実させる
空間がほしい

リラックスできる
空間や相談室の設置など、
安心して楽しく過ごせる

学校がいい！

図書館を中心に自習室や
パソコン室を配置して、
主体的に学びを深められる

環境にしたい！

自分の興味・やりたいことを発見・追究できる学校 自分の好きなことが自由に学べる学校
本物を見抜く力を養える学校 調べられる場所があって、そこから探究的な学び

につなげられる学校地域社会へ開かれた学校
成長し続ける学校 家みたいに快適に過ごせる学校

＠産業文化会館２ＡＢ会議室

Ｂブロック新校開校に向けた
スケジュール

ワークショップに参加してみて

新しい学校や市の発展
に興味を持っていたの
で、前向きな気持ちで取
り組めました。
特に、他校の人との交

流や大人の意見を聞けた
のは、とても良い経験となりました。小学生
の素直な意見を聞いて、柔軟で楽しい発想を
していたので勉強になりましたし、大人の意
見では、地域全体を捉える深い視点に気付く
こともできました。
私たちのグループでは、「家のようにリラッ

クスできる学校」を提案しました。コンセプ
トを「家」とし、家のようにリラックスでき
る空間や他学年との交流空間を学校に作りた
いと発表しました。新しい学校には、誰もが
「行きたい」と思える場所になってほしいです
からね。

新校は居心地の良い
場所になってほしい

インタビュー

◀大人グループの作品
　学校の中心に図書館
を配置して、理科室や
調理室など、実験や体
験を通して学びを深め
られる空間を提案

◀子どもグループの作品
　学校の中心に図書館
を配置して、その周り
にパソコン室やリラッ
クスできる空間を提案

　４月17日㈮まで、Ｂブロック新校の基本構想に
対する市民意見募集（パブリックコメント）を実施
しています。詳しくは、21ページをご覧ください。

　今後、基本構想に関する説明会
を実施します。詳細については、
市ホームページをご覧ください。

Bブロック新校の基本構想に関する
説明会を開催します

市民意見募集を実施しています

山田 智輝さん

　　

参加者のアイデア基本構想での整理状況

キッチン

教職員コモンズ
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